介護部会　Dブロック会議　報告書
実施日　　平成27年９月１６日（水）１４：００～１６：００
会議会場　介護老人保健施設　　ふれあいの丘
参加人数　９施設　1４名参加
　ふれあいの桜　ふれあいの丘　藤沢ケアセンター　清流苑　湘南の丘
　湘南わかば苑　ふれあいの渚　ケアパーク茅ヶ崎　ガーデニアごしょみ
議事項目　業務改善について各施設の取り組み
ディスカッション　
· A施設　　

当施設でも職員の退職や、病院から重度化した利用者の入所がある。急な職員の退職や休職。急な食事全介助者や介助に３０分近く時間のかかる利用者様の入所、転倒高リスク者の入所等があった際はリーダーを中心に調整を行ない最終的な承認を課長から得る形になっている。又、介護職員だけで調整が困難な場合も課長経由で看護師に協力を依頼。それでも困難な場合は主にケアマネが介護業務を手伝ってくれている。
· B施設　　　

　半年から一年の間に２名～３名の介助量増加があった。職員個人の力量で判断していたが、現在は入所時にアセスメントを行ない対応方法の決定を行なっている。その後リーダーと職員間のやり取りやアイディアをもらい、２～３カ月後の定着を目指している。又、浴室が狭いく対象人数の変動が大きく影響を受ける。食事介助人数や要見守り者を含め、ひとつのフロアーに偏らないようにリーダー間で話し合いを行なっている。
· C施設　　　
　排泄時間を個別にし、職員の動線を考えた物品配置を行ない効率化している。オムツ介助者の増加で休憩時間が確保できない時は日勤リーダー等が変わり休憩時間の確保を行なう。又、食事の早出しを個別に行ない対応を実施している。
· D施設　　　
　他施設同様職員が不足している状況にある。色々意見はあるが利用者の安全を最優先にして改善を行なっている。又、職員の連続勤務の後は連休をつけると共に、希望休はなるべく残しモチベーションの維持、向上につなげている。残業は発生している。

· E施設　　　
　夜勤回数が７～８回となっており、多くて１０回となる。業務改善ツールである課業表を使用し改善を行なっている。又、月のフロアーＰＤＣを使用し各項目改善を行なっている。現在入浴を合同でやる案を検討中。他階からの手伝いは感染症予防の面から行っていない。職員の負担が偏らない様に２人トランスを行なう等工夫している。職員の募集を行なっているが、応募が無い。シーツ交換は無資格者でまかなえるように実施中である。
· F施設　　　
　食事介助者は２０分早出しを行なっている。入浴時やフロアーが手薄な時は、見守りの手伝いを他部署に依頼している。入浴形態の評価をこまめに行い、職員人数が少ない時は最低限の業務のみ行なう。半日勤務も行っている。
· G施設　　　
　食事介助者の１５分早出しを行なっている。通所職員へ手伝いの依頼と、居室変更の調整を行なっている。
· H施設　　　
　通所職員へ手伝いの依頼を行ない、通所ドライバーにエプロン洗い等協力を依頼している。安全面を考え同じ時間に行なっていた入浴形態を分け、時間変更を行なった。結果入浴時間が増えると予想していたが、ゆとりが持てスムーズに行えた事により時間の増加は見られなかった。方法を見直す効果が実感できている。
· Ｉ施設　　　
　早番を無くす大きな業務改善を行なった。夕方に事故が増える傾向等のデーターを参照に業務調整を行ない、朝食の提供時間を２０分遅くした。出来る限り直接ケアを介護が行なえるようにし、間接介護は業者やドライバー等に割り振っている。
連絡事項
· 次回のブロック会議について　１２月・清流苑で開催予定
